
菜園やフルーツガーデンから収穫した
食材を屋外キッチンでみんなで食べる

バス停の屋根下では採れたて野菜販売
など町内外の人 の々交流が生まれる

パーゴラのつる棚の庇の下で動物た
ちとの触れ合いを楽しむ

屋根下でハンモックをぶら下げて
まわりの山と広場の自然を楽しむ

道の駅保田小

緑を延長する緑を延長する

的な緑

フルーツガーデン
名産の房州びわを栽培します。
初夏に「びわ狩り」が楽しめます。
雨の庭
日本水仙と町の木で
あるつばきを植えます。面

的な緑線
道の駅保田小の緑

鋸南幼稚園

道の駅保田小の線的な緑を面的な緑と
してつなぎ、子どもたちが安心して遊
べる広場をつくります。敷地際では鋸
南町の植物やフルーツを育てます。

保田小で使用の
折半屋根を採用

山の稜線と調和する円環の屋根が幼稚園に導く
360度、どこからでも人
を迎え入れる片流れ屋根

敷地北側の裏山を
望む眺望を確保敷地北側の水田を

屋根下に望む

屋根イメージ 屋根アイソメ

勾配を内側に下げた「わっか」の屋根は、360度どこからでも人を迎え入れます。
敷地北側の裏山を望む眺望を確保し、稜線と調和します。道の駅保田小で使用
されている折半屋根を採用し、周辺の環境と呼応したおおらかな形態とします。

海岸沿い住宅
地の住民のため
の土間

北側住宅地の住民
や農地利用者のた
めの土間と屋根

駐車場利用者
のための屋根

バス利用者の
ための屋根

保田駅からの歩行
者が通る緑地

道の駅保田小から
観光客を導く屋根

鋸南幼稚園

みまもり広場

保田IC

海岸沿い
住宅地

北側
住宅地

農耕
住宅地

JR
内
房
線

京
葉
道
路

保田駅

鋸山

道の駅
保田小

鋸南
幼稚園

県道34号線

道の駅保田小からのアクセスに加え、地元の住民や鋸南町内外の広範囲から人
を招き入れる新たな交流拠点を目指します。また、住宅地や農地の方向に対しても
入り口を設けることで、町内外の人びとの交流が生まれます。

旧鋸南幼稚園

みまもり広場

鋸南幼稚園

道の駅
保田小

道の駅保田小の
駐車場へ

バス待合所

一般80台+思いやり4台

スロープ
思いやり駐車場

従業員駐車場

歩行者動線自動車動線

屋根付き
駐車場

バス動線

給食センター

ハンプ

ハンプ

■多世代にやさしい駐車場計画
子育て世代のために屋根付きの駐車スペ
ースを設け、天候に左右されずに幼稚園
へ導きます。わっかの一部にバス停を設
け、両施設へアクセスしやすい計画です。

課題に対する提案　課題② 敷地利用等に関する提案
様式第 10号

貸し遊具

駐車場に伸びる屋根。
雨の日でも濡れずに施設に
アクセスできる。

道の駅保田小の軒下空間
を延長する屋根。

徒歩で来る利用者が安全に
アクセスできる歩道を整備。

バスは駐車場の大外を回ることで
混雑時にもスムーズに通行できる。

雨は広場の内側に流れ、透水性
の高い砂利に吸収される。

西側の小道から来る歩行者の
アクセスがスムーズに。

車両出口車両出口
(1/10 スロープ )

車両出口1/12 スロープ1/15 スロープ
1/40 スロープ

配置図

遊戯室の屋根をの向きを変え
周囲の山並みと調和する。

トップライトによりプレイ
カフェの採光を確保する。

竹馬やバトミントンの
ラケットなどを貸し出す。

道の駅
保田小

のレベ
ルから

フラッ
トにア

クセス
できる

。

道の駅
保田小

のレベ
ルから

フラッ
トにア

クセス
できる

。

北側からの俯瞰イメージ

水田 /菜園（将来提案エリア） 農業の庭
通り土間

バス停 駐車場

直産市場
道の駅保田小給食センター

春には裏山に芝桜が咲く

裏山からは鋸南の町が見渡せる WSで移植する樹木
道の駅保田小の直産市場の
横に竹林が植えられている

屋根と連続した土間空間 道の駅保田小から
連続した屋根

鋸南町の自然を活かした生態系

訪れた人々で賑わうみまもり広場
広場にいる子供とバス待合に
いる大人の目線が合う

雨の日も幼稚園に
濡れずに入れる屋根

農作業ができる屋根下

思いやり駐車場 (４台 )

みんなの菜園

雨の庭

給食センター

道の駅保田小

みまもり広場

水田 /菜園
(将来提案エリア )

従業員駐車場
プレイカフェ

まちのオフィス

待合所・トイレ

バス停

パーゴラ

どうぶつの庭（ドッグラン）

パーゴラ

水飲み場

移設樹

駐輪場

手洗い場

流し

通り土間

工房
採れたて食堂

農業の庭

テナントカフェ

一般駐車場 (80 台 )

玄関広場

フルーツガーデン

勝手口

周囲の景観に配慮して鋸南町の風景となる
景観

全ての人にとって使いやすい敷地利用計画
利用計画

わっかの入り口

行き交うヒトと鋸南の風景に寄り添う、屋根とランドスケープの輪
配置・外構計画

■遊戯室屋根の景観に配慮した改修■道の駅保田小の緑地を延長する ■山や田園風景と調和し、道の駅保田小と連続する「わっか」の屋根■町内外の人 を々迎え入れる多方向に開かれた計画

軒の
ライ
ン

軒の
ライ
ン

トップライト

山々
への
眺望

改修前

改修後

現状仮設の小屋組を
木造から鉄骨造へ

勾配勾配

プレイカフェと「わっか」屋根の軒ラ
インをそろえ、山々への眺望を確保し
ます。現状仮設の屋根を鉄骨のトラス
構造で葺き替え、中央にはトップライ
トで採光を確保します。(要現状確認)




